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校 長   田山 満則 

５月１９日（木）の午後、本校生徒、錦清流小学校、宇佐川小学校、本校の学校運営協議会

の委員の皆様や地域の方、及び各校の教職員、総勢７０名が集い、「熟議」を行いました。 

前回の熟議（11/20）で、家庭や地域の皆さんと連携して、①どのような視点（柱）で子ど

もを育むのか、②発達段階に応じて、どんなことができるようになってほしいか、③めざす子ど

もの姿はどうか、などについて、熟慮と議論（熟議）した結果、系統表が完成しました。 

今回は、生徒が①これまで印象に残っている学習や行事が系統表のどの部分に該当する

のか、②学習したことが、４つの柱のうち複数の柱に関係があることに気付くことなどがねらい

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【錦中生徒の感想】 
○ 地域の人と話し合い、錦・美川は２０年後、３０年後には、無くなってしまうというお話を聞いて、僕たちは、

地域の担い手となって、守っていかなければいけないと思いました。 
○ 地域の人とのかかわりは、とても大切だなと思った。地域のために何ができるかなど、しっかり考えてい

きたいなと思いました。 
【地域の方の感想】  
○ 今後も、熟議を継続していくことが必要です。  ○ 中学生の発言が生き生きとしていて良かったです。 
【教職員の感想】  
○ 自分たちも企画運営に関わった行事は思いも強く、自己肯定感にも大きく影響を与えていると感じた。 
○ 小１から中３までのつながりを生徒は感じたことだろう。 
○ 生徒が錦・美川の良さや自慢を多く発表していて、地域のことをよく考えているなあと思いました。また、

その自慢などについて、地域の方が、詳しいことを話してくださって、さらに理解が深まったのではないか

と思いました。 

第３号 

令和４年(2022年) ５月２７日（金） 

https://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/nishiki-j/ 

地域の方のお話 
班を代表して  発表する生徒 

自分の意見を書き込む生徒 

地域の方のお話 



 

 

５月２１日（土）、第６９回春季体育大会バドミントン競技が、県立下関武道館で開催され、本校

代表選手が出場しました。 

今回、公式戦初出場の選手も多く、団体・個人ともに勝利を収めることはできませんでしたが、フ

レッシュな試合ぶりから、今後の活躍が十分期待できる内容でした。 

がんばれ！男女バドミントン部！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

山口県を東部と西部に分けて開催してきた春季大会は、６９回という長い歴史に幕を下ろします。 

これは、国（スポーツ庁）による「運動部活動改革」の流れを受けて、山口県中体連が方針を打

ち出して決定したものです。 

３年生にとって中体連主催の公式戦は、あと、７月末の選手権大会のみとなります。 

 

 

 

 

本日（５／２７）の新聞の朝刊には、岩国高校広瀬分校を含む３校の生徒募集を令和５年度から

停止するとの記事が掲載されました。 

これまで、県立高校再編整備計画の中で、下記の実施計画が令和２年１２月に発表されている

ことを認識されている方は多いと思います。 

「令和３年度～令和６年度実施計画」 ○再編整備（全日制課程）対象校 

    岩国高校広瀬分校  ・  防府高校佐波分校  ・  山口高校徳佐分校 

  本校としては、合同防災訓練等、これまで広瀬分校との中高連携を推進してきて、残念なことで

すが、再編整備の趣旨を受け止め、前を向いて充実した学校生活を送るよう努めます。 

  本校生徒の進路指導やキャリア教育について、一層の推進を図り、生徒の夢や目標の実現に向

けて、保護者の皆様と連携を密にして取り組んでまいります。 

 

 

試合前の選手 


